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山崎新湖跡から東
の磐梯山を望む

蒲生秀行公は、30歳で慶長17年（1612）5
月14日に死去。墓は、会津若松市史跡指定。
建物は県指定文化財。秀行公の死は、地震
の前年の5月『塔寺八幡宮長帳』に、柳津町
出倉（柳津の虚空蔵堂の上流約2キロ）で、揚
（あが）川（只見川）に毒を流して魚採りをし、
その魚が集まった所を「魚淵」という。神仏の
おろそかにした祟りにより、地震があり、そし
て死んだと噂された。『会津旧事雑考』

地震で倒壊した喜多方「熊野神社」
寛治3年（1089）源義家が会津若松
市河東町熊野堂より移す。昭和49
年再建。間口27ｍ・奥行17ｍ。４４
本の柱の寝殿造。東北最古・最大
級の建造物。国重文指定
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地震によって、若松城天守閣が傾き、喜多方市の熊
野神社が倒壊し、岩沢集落が土砂に埋まっている。会
津盆地の日橋川出口には、山崎新湖が出現。23集落
が水没したとされる。水が無くなるまで50年以上を要し
た。大きさは、約15平方キロ。裏磐梯の桧原湖10.83平
方キロより大きい。
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